
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

・前回は製氷機で作った物のみだったので、今回は大きな氷や砕いた後に形の変わった氷が
あったり、様々な大きさの氷があることによって、子ども達の触り方や遊び方も様々で楽し
んでいたので良かった。
・冷たいという感覚や氷が溶けて水になり、水遊びのように手でたたいて楽しんだり、氷が
ぶつかり合う音を聴いて楽しんだり、水遊び一つで様々な感触の楽しみ方があることを感じ
た。
・様々な大きさの氷をつかむことで手指をしっかりと動かしたり、滑りやすく工夫しなけれ
ば持つことが難しいので、手先の器用さや思考力も身に付いていくことを感じた。

・最初は恐る恐る触ってみようとする姿が見られたが、保育士が触ってみ
ると子ども達も自分から手を伸ばして指先で触ったり、慣れてくると手全
体で触る姿が見られた。
・大きな氷を途中で砕いてみると、それまで触ることができなかった子
も、砕いて出来た小さな氷を持つことが出来た。
・「冷たいね」「ツルツル」「ザラザラ（砕いた部分）」「カランコロン
（氷を混ぜる音）」など保育士が伝えたり、子ども達も真似て言ったりし
ていた。

（保育士）
・氷を掴むことができ、「できたね」と一緒
に喜ぶ。
・「ツルツルして滑っちゃうね」「冷たい
ね」等言葉をかける。

（子ども）
・すぐに氷を触ったり、氷の溶けた水を手で
パシャパシャと叩いたりして楽しむ。
・手で氷を持つとツルツルと滑り落ちるが、
また掴む。
・たらいの外に氷が落ちてしまい、片手で拾
おうとし、なかなか掴めず滑ってしまうが、
自分で工夫をし両手にすると掴むことができ
喜ぶ。
・足元に水がとんでくると、近くにあったタ
オルで自分で拭く。

１歳児…感触遊び（氷）

・ウォーターマットに入れた氷や製氷機で作った氷で遊んだことがあり、
とても楽しんでいた。今回は様々な形の氷を用意して遊ばせてみたいと
思った。

２.活動スケジュール

・３人に分かれ、少人数で行っていく。
・様々な大きさの氷に興味を持ち、触ったり冷たい感触を楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定

若葉保育園

令和6年8月2日

（保育士）
・自分の頬に氷をつけ、「冷たい」と言いな
がら冷たい表情をする。
・子どもの頬に氷を触れさせようとする。

（子ども）
・二つにくっついた氷が割れ、その割れた小
さな氷を大きな氷の上に乗せ、滑って落ちる
と声に出して笑う。
・保育士の見せた表情を、口元に手を当て笑
いながら見ていた。
・頬に氷を触れさせようとすると、冷たいよ
うで反対側を向いた。

・マットを敷いた上に氷を入れたり、たらいを３つ程用意する。
・牛乳パック、ペットボトル、手袋など様々な大きさや形で作った氷を用
意する。
・氷を砕く用にドライバーを用意する。

4.探究活動の実践

＜活動内容＞


